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はじめに

このたびは、ヴァイカゥン トクラシックオルガン、プレスティッジVを お買い上げいただきまして、誠にあ

りがとうございます。プレスティッジVは 、伝統的なパイプオルガンの魅力を最新の電子テクノ回ジーによ

ってあますところなく再現 したクラシックオルガンです。プレスティッジVの 多彩な機能をスムーズに使い

こなし、オルガン演奏を心ゆくまでお楽 しみいただくために、ぜひこの取扱説明書をご活用いただきますよ

うお願い申 し上げます。また、ご一読いただいた後も、ご不明点が生じた場合に備えて、大切に保管いただ

きまfよ うお願いいたします
い
。 ※この取扱説明書に掲載されているイラストは、すべて操作説明のためのものです。

安全上のご注意…・ご使用の前に必ずこの「安全上のご注意」をお読みください。

感電のおそれがあります。キャビネット
を開けないでください。

警告 ! 感電の危険を避けるため :

バネルやカバーは取り外さないでください

本製品を雨または湿気にさらさないでください

本製品内部につきまして、お客様は修理 ・交換なさらないでください。

修理 ・点検につきましては販売店にご相談ください

本製品の取扱説明書では、

重要な操作および修理 。点

検上の指示に関して、お客

様への注意を喚起するため

本記号を表示 しています。

本製品内部には絶縁されて

いない 「危険な電圧」部分

が存在し、感電のおそれが

あるため、お客様への注意

を喚起するため本記号を表

示しています。

「火災、感電のおそれ、あるいは人体への危書に関する注意事項」

警 告 :本 製品のご使用にあたっては、以下の点に注意 してください。

1)本 製品を使用する前に取扱説明書をよくお読みください。

2)お 子様の近くで使用する場合には、ケガ防止のため十分な注意を払ってください。                            ・

3)本 製品は水回りでは使用 しないでください。例えば浴槽、洗面合、台所の流 し付近、濡れた床の上、あるいはプールの近 く、

その他これに類する場所では使用 しないでください。

4)本 製品は、単独もしくはアンプ、ヘッドホン、スピーカーと組み合わせて使用した場合、過大な音量により聴力障害を引き起       ,

こすおそれがあります。過大な音量、または不快感を招くような音量での長時間の使用は避けてください。

5)本 製品は、ラジエーター、熱器具、その他熱を発生する製品から離して設置 してください。

6)長 時間ご使用にならない場合には、コンセントから電源プラグ抜いてください。

7)本 体に物を落としたり、液体が流れ込まないよう十分な注意を払ってください。

8)以 下の場合、サービス担当者が本製品の修理・点検を行います。

a.電源コードまたはプラグが破損 した場合

b.製品に物が落ちたり、液体が流れ込んだ場合

c.製品が雨にさらされた場合

d.製品が正常に作動していない、あるいは浪奏状態に著しい変化が生じた場合

e.製品を落としたり外装が破損した場合
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間違えて取り替えると爆発の危険があります。必ずMaxeli CR2032を使用し

てください。正しい極性でご使用ください。使用済み電池は、メーカーの指

示にしたがって処分してください。

■商品の品質向上のため、お断りなく仕様 ・規格を変更することがあります。

本取扱説明書に記載された情報も、それにともない予告なしに変更される場

合がございます。あらかじめご了承ください。
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第1章 舌部のコント回―ラーと接続端子

左側′ゞネルのコントローラー

1.カプラー :第1手鍵盤の左側についています。

このスイッチで、手鍵盤同士あるいは手鍵盤と足鍵盤部のレジストレーシ

ョンを連結 (カップリング)します。ある鍵盤で設定 したすべての音色を、

他の鍵盤でも演奏でき、ひとつの鍵盤で2つの鍵盤の音を同時に鳴らすこ

とができます。プレスティッジVで は、下記の組み合わせが可能です。

1/Pi第 1手鍵盤 (MI/グ レート)のレジスターが足鍵盤で演奏できます。

H/P:第 2手鍵盤 (M‖/スウェル)のレジスターが足鍵盤で演奏できます。

H/1:第 2手鍵盤 (MH/ス ウェル)のレジスターが第1手鍵盤 (M1/グ レー

ト)で演奏できます。

2.キャンセルスイッチ :このスイッチで、作動しているリード群もしくはミ

クスチュア群のすべてのレジスターを解除することができます。

38オン ・オフ ,スイッチ :第1手鍵盤の左側についています。

<注意!>雷が鳴り出したら必ずコンセントから電源プラグ抜いてください。

4.アンプ用スイッチ :外部スピーカーを作動させるスイッチです。

<注 意>外 部スピーカーはヴァイカウント専用スピーカーをお使いください。詳細はカタログをご覧いただくか、販

売店にお尋ねください。

中央パネルのコントローラー

POWER EXT.SPK

Ｆ
翼

1.脅 種MIDl選 択スイッチ :このスイッチのコント回―ル機構について詳しくは第7章をご参照ください。
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2.足 鍵躍部 :足鍵盤のストップ(音栓)があります。このストップを使って、足鍵盤のレジストレーションを作り

ます。

3日第1手軽饉部 :第1手鍵盤(M1/グレート)のストップがあります。このストップを使って、第1手鍵盤のレジスト

レーションを作ります。

4口第2串縄盤部 予第2手鍵盤 (M II/スウェル)のストップがあります。このストップを使って、第2手鍵盤のレジス

トレーションを作ります。

右側パネルのコントローラー

1,LEDメ ーター/トランスポーザー/メモリーバンク

ここには以下の3つの機構があけ)ます。

・クレッシェンドのレベルと第2手鍵盤 (M11/スウェル)の音量レベルを表

示するLEDディスプレイ(3列LED灯)があります。

・+5か ら-6ま でのトランスポーザー用ディスプレイがあります。デイスプ

レイの下のつまみを回すことでトランスポーズの数値が変更できます。

・8つのメモリーバンクのうち、選択したメモリーバンクの番号が表示でき

るディスプレイがあります。ディスプレイの下のつまみを回すことでメモリ

ーが選択できます。

2.フ ロッピーディスクドライプ:3.5インチの2HD/2DDの フロッピーデ

ィスクを使用します。オルガンのパラメーター設定に関する情報はすべて

フロッピーディスクに保存することができ、演奏録音時に使用することもで

きます。(詳しくは第4章をご参照ください)。

手鍵撻部パネルのコントローラー

CRESCENDO MAN.‖  TRANSPOSER BANK

瑠
③

園
③

ロ
ロ
一
ロ
ロ
一
ロ
ロ

ロ
一
一
口
Ｅ
Ｅ
口
一

O O O  O O O O O O O O

メモリー :パネル上やコントロールセンターで 設定したレジストレーションはすべて保存ができ、その内容を呼
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ぴ出すことができます。プレスティッジVの メモリーにはジェネラルメモリーと専用メモリー(各手鍵盤および足鍵

盤のための専用メモリー)の2種類があります。それぞれのメモリーにはいずれも1から6までの数字、およびHR

(0として扱われる)と記されたボタンがあります。HRボ タンを押せばレジストレーションは元の構成に戻ります。

メモリープログラムについては第2章をご参熙ください。

1.ジェネラ,レメモリー :プレスティッジVに は、全体のレジストレーションをメモリーできる6つのジェネラルメ

モリーがあります。第1手鍵盤と第2手鍵盤および第2手鍵盤と第3手鍵盤の間に、合計12のジェネラルメモリー

ボタンがあります。ジェネラルメモリーはジェネラルメモリー・ビストンでもコントロール可能です。(「ベダルおよ

びピストン部のコントローラー」の3項をご参照ください)

2.ベ ダル・ボタン(P):こ のボタンによって、第1鍵盤 (2b)と第2鍵盤 (2a)のカプラーを作動させます。

3.専 用メモリー :プレスティッジVに は、各手鍵盤と足鍵盤それぞれのレジストレーションがメモリーできる6

つの専用メモリーがあります。これらのメモリーボタンも手鍵盤の間についています。上図の3bは第1手鍵盤の

メモリー、3aは第2手鍵盤のメモリーを示しています。足鍵盤のメモリーは第1手鍵盤の左下にあります(3c)。       ,

4,エ ンクローズド・ボタン(ENC):こ のボタンを押せば、第2手鍵盤用のエクスプレッションペダルを使って、

オルガン全体の音量を調節することができます。(詳しくは「ベダルおよびピストン部のコントローラー」の2項を

ご参照ください)

5ロトゥッティ・ボタン(T):このボタンを押せば、あらかじめ設定したレジストレーションをすべて作動させる

ことができ、瞬時にフルオルガンの状態(ほとんどのストップが入っている状態)になります。

トゥッティの操作は、トゥッティ・ピストンでも行うことができます。(「ペダルおよびピストン部のコント日―ラー」

の6項をご参照ください)

<注 意>トゥッティのポイスはプログラム可能ですが、ボイスモジュレーションやトレモ回はかかりません。(詳しくは第2童をご参照ください)

6ロセット・ボタン (S):こ のボタンは、メモリーをセッティングする時に使います。(詳しくは第2章 をご参照くだ

さい)

フ.■ボタン :このボタンを押せば、第2手鍵盤のレジスターが第1手鍵盤でも演奏できるようになります。

3.自動ベダル ・ボタン (A.P,):第 1手鍵盤を演奏する際、このA.PBボタンを押すと、あらかじめ選択しておいた

足鍵盤ストップの音が鍵盤の最も低い音に加わります(但し足鍵盤数の範囲内)。例えば、左手でC,E,G(ド、ミ、ソ)

と同時に弾くと、最低音C(ド )にだけ足鍵盤のC音 が加わり、手鍵盤のみの演奏でも足鍵盤のストップの効果が

得られます。

<注 意>A.P。使用時は、足鍵盤は使えません。

9.キ ャンセル ・ボタン(C):このボタンを押せば、操作中のレジスターのスイッチをすべて切ることができます。
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ベダルおよびビストン部のコント回―ラー

ヌう

伊

こうとき

1.ク レッシェンド・ベダル (CRESCENDO):こ のペダルを踏み込むことで、段階的にすべてのレジスター

を増やしていくことができ、最後にフルオルガンの状態(ほとんどのストップが入っている状態)となります。元に

戻せばレジスターの数は徐々に減っていきます。

2.第 2手鍵聾用エクスプレッションベダル :第2手鍵盤の音量を調節します。また、エンクローズド・ボタン

(ENC)を押すと、このベダルでオルガン全体の音量を調節することができます。

3.ジ ェネラルメモリー・ビストン:このビストンを使って、6つのジェネラルメモリーのうちいずれかを選択す

ることができます(「手鍵盤部パネルのコントローラー」の1項をご参照ください)。

4.32フ ィート・フJレート・り′ヽ―ス:このビストンを押せば、足鍵盤の32フィート・コントラブルドンのストップを

一時解除、再度押せば再ぴ起動します。

5日32フ ィート・リード・り′ヽ―ス:このビストンを押せば、足鍵盤の32フィート・コントラボンバルドのストップを

一時解除、再度押せば再び起動します。

6.ト ゥッティ・ビストン(TUTTめ :このピストンを押せば、あらかじめ設定したレジストレーションをすべて作動

させることができ、瞬時にフルオルガンの状態になけ)ます訳「手鍵盤パネルのコントローラー」の5項をご参照くださ

い)。
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サイドパネルのコント回―ラーと援縮端子

左サイドパネル

1ロヘツドホン端子 :ステレオヘッドホン用の接続端子。ヘッドホンを接続すると、オルガン本体のスピーカーか

らは音が出ません。

2B M:D!インーアウトースルー:オルガンをMIDl音源に接続するためのMiDI接続端子です。

MIDI機能を使用するためには、データをやりとりするためのMIDI機器とその機器を接続するためMIDlケーブル

が必要です。MiDI機器は通常、以下の3つのMiDi接続端子を備えています。
・MIDIイン:他のMIDl機器からMiDlデータを受信するための端子。
・MiDIアウト:本機からMIDIデータを送信するための端子。
・MIDIスルー:MIDl機器を直列接続するために、MIDlイン・ポートで受信したMlDIデータをそのまま送出しま

す。(第7章「MIDl」の項もご参照ください)

3.イ ンプットL(MONO)oR:オ ルガン本体のスピーカーで外部音源を鳴らすための接続端子。モノラル音源

の場合はLoMONOの 接続端子を使います。

4.ア ウトプットL(MONO)口 R:ア ンプを使用せず、直接録音したい時に使用するラインアウト出力端子。こ

の接続端子は一般に、カセットレコーダーなどのアナログ録音機器での録音に使います。モノラルでの録音の場

合はL―MONOの 接続端子のみ使います。

右サイドパネル

1日全体ピッチ :ここでォルガン全体のピッチを微調整します。納品時のプレスティッジVは 、A=440Hz(ピ ッチ

調節ノブは中央に位置)に初期設定されています。

2.足 鍵聾ピッチ:足鍵盤のビッチを微調整をします。

3日第2手鍵盤ビッチ:第2手鍵盤のピッチを微調整をします。

羹
牲

⇔δ◎δ◎
OUT      IN    L(MONO)   R   L(MONO)  R

MIDl― 一一―一一一 ―一-lNPUT一 一  一―OUTPUT一 一
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この装置によって、奏者ご自身が各鍵盤ごとのピッチを微調整できます。このため、各鍵盤のビッチが若干異な

る場合に生 じる波動レベルに応じた、パイプオルガンらしい特徴のあるアンサンブル効果を生み出すことが可

能となります。

リアパネルの接続端子

崎

Ｒ

◎

ず
卿
◎

‐

耶 ) 釧7 猛
雄D 評

も8祐溝   
llta   2   3(44) .4

‐←ピ ◎ ◎ ◎ ◎
I      ANTIPHONAL OUT      

I

Ｒ

◎

辞

卿
◎

」‐Ｎ

1.EXTキ 12V DC 300mA:+12ボ ルトの電圧が得られる2つの接続端子があります。通常は、リモート

(REMOTE)機 台旨として利用し、メイン部 (フロントスピーカー)またはアンティフォーナル部 (リアスピーカー)に

接続 したオプションのスピーカー・スイッチを作動させるために使用します。

2.メ イン ・アウト:外部出力用の端子です。操作はアンプ用スイッチで行います。

以下のように、スピーカーを6台まで接続することができます。

・GT/1:第 1手鍵盤用ステレオパノラマ出力〈L(十R)、R〉

・SW/‖ :第2手鍵盤用ステレオパノラマ出力くL(十R)、R〉

・PEDAL:足 鍵盤用ステレオパノラマ出力〈L(十R)、R〉

3.ア ンテイフォーナル・アウト:ここには、アンティフォーナル用の各種出力端子(ジェネラル 1(+2)/端子2/端

子3(+4)/端子4)が集まっています。

・ジェネラル 1(+2):ジ ェネラル出力端子。単独で使う場合には、この出力から全ての鍵盤の音が出ます(モノ

ラル)。接続端子3と組み合わせて使った場合には、足鍵盤および第3手鍵盤の音が鳴らせます。

・端子2:ジェネラル1と組み合わせて使った場合には、ステレオパノラマで出力できます。

その他、接続の組み合わせによって、各手鍵盤の音、足鍵盤の音が幾通りかの方法で鳴らせます。

4ロインプット:オルガン本体のアンプで増幅し、ステレオパノラマ入力するための端子です。

<注 意>モ ノラル音源の場合にはL‐MONO入 力のみご使用ください。

０
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第2章  メモリーのプログラム

1.トゥッティのプログラム

トゥッティで作動するレジスターを設定するには、まずトゥッティ・ボタン(T)あるいはトゥッティ・ピストン(TUTTl)

を押して、この機能を作動させてから、希望するレジストレーション構成に設定変更します。新しい設定は、セッ

ト・ボタン(S)を押しながら、ジェネラルメモリーのHRボ タンを押すことで保存できます。

2.ク レッシェンドのプログラム

クレッシェンド(ベダル)のレジストレーションはあらかじめ適当な構成に設定されていますが、以下のプログラム

手順にしたがって変更することができます。

・クレシェンドベダルを踏み込んで、音量の切り替えのレベルを選びます。選んだレベルは、フロントパネルの
“
crescendo''とい文字の下にLED表 示されます。

・希望するレジストレーションを追加していきます。

・セット・ボタン(S)を押して、追加した設定内容を保存し、ジェネラルメモリーのHRボタンを押します。

<注 意>トゥッティ用レジスターをオンにしないでください。オンになっている場合、追加した内容は新しいクレッシェンド用レジストレーションとしては保存されず、トゥッティ

用レジストレーションとして保存されることになります。

3.専 用メモリーおよびジェネラルメモリーのプログラム

。まず、キャンセル・ボタン(C)を押して、選択したレジストレーションをいったんクリア。その後に希望する鍵盤

のレジストレーションを選んで、設定変更します。

・次にセット・ボタン(S)を押してください。ボタンを押しながら、6つある専用メモリーのナンバーボタンのいず

れかを押し、新しい設定内容を保存するメモリーを選択します。

・ジェネラルメモリーのプログラム手順も同様です。セット・ボタン(S)を押しながら、6つのジェネラルメモリー

のナンバーボタンのいずれかを押し、新しい設定内容を保存するメモリーを選択します。

専用メモリーでは、特定の鍵盤のレジストレーションのみしか保存できませんが、ジェネラルメモリーでは複数(す

べて)の鍵盤のレジストレーションが保存できます。複数の演奏者が同じオルガンを使う場合でも、各演奏者は、

違うメモリーバンク番号をつけ自分の設定を保存することが可能です。

ジェネラルメモリーおよび専用メモリーの内容はフロッピーディスクに保存し、必要に応じて再ぴ呼び出すことが

できます。(詳しくは第6章をご覧ください)
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第3章  コントロールセンターの操作

1コ ントロールセンターの特徴

・プレスティッジVの コントロールセンターは、第1手鍵盤右手真下にある引き出しボックス内に収められています。

・ボックス内は2つに分かれています。上部 (2行×40字の英数字ディスプレイ)では総合的なコントロールを行

い、下部 (3桁の数字ディスプレイ)ではフロッピーディスクドライブをコントロールします。

・オルガンのスイッチがオンになった場合、英数字ディスプレイは次のように表示されます。

甲 I
F U L L

宮 E  t t  l _ l H T
H I B I  B R E R H

次いで、以下の表示に変わります。

H WRITIHE H
耳=tuP ョ陶d lBこ J二 陶雪 Br雪 邑ri 甲8iB=二  Pョ r・ョm=七 害rB88

このメッセージが表示されている間、プレスティッジVは 自動検出および操作の初期設定を実行していま曳 フロッ

ピーディスクドライブにディスクが入っていない時は、3本の水平ダッシュが3桁ディスプレイに表示されます。

総合コン トロール部
英数字ディスプレイ

圃 圃 星 藁 は

圃 圏 ス 圃 圃

夏 ス 圃 ス 回 圃

□ 要 夏 圃 圃 囲
輛   勝   口   〉  ] B    。

3桁ディスプレイ フロッピーディスクドライブ

およびシーケンサー

コントロール部

２
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2音 量の調整

自動検出および初期設定が済むと、上部ディスプレイに、初期画面 (音量調整画面)が表示されます。プレステ

ィッジVで は、音量の全体調整 (マスターパラメーター)と各手鍵盤と足鍵盤の音量調節の両方を行うことができ

ます。

ディスプレイには以下のように表示されま抗

HttSTER
Sキ

P口dョユ
軍■Ⅲ軍ユ

Hョ拘BI   Hョm口II
軍ユ+軍量    =2+吾量

前述 した通り、オルガン本体のスピーカーの音量はマスターパラメーターで調整できます。エンコーダーを回して

1から64までの数値を選択することが可能です。

ディスプレイには、各手鍵盤 ・足鍵盤の音量パラメーターが表示されます。左の数値 ("十
W言
己号の前)はその鍵盤

の初期設定音量を、右の数値 (・+Wの 記号の後)はエクスプレッションペダルで行う増音分を表しています。コン

ト田一ラーを使って変更できるのは初期設定音量の数値のみで、増音分はペダル操作で更新します。

数値を変更する時は、まずCURSOR(カ ーツル)キー(ておよび防)を使って変更したい数値の位置に合わせま

す。次にエンコーダーを回して、その数値を変更します。

選択した数値は、必要に応じて、ジェネラルメモリーに保存できます。

3リ パーブ効果の設定

リバーブ効果を設定するには、総合コントロール部にあるREVERB(リ バーブ)キーを押します。

ディスプレイには
“
デジタルリバーブ(DIGITAL REVERB)オ ン(またはオフ)"のメッセージが、リバーブのレベ

ルとともに表示されます。

El正電IT爵と 員EttEREi呂 電i拘 TttP害 宮 母亀七.i「,害dr・亀1

L害甲口I=貴吾

DrSPLAy

40 CAttTTEFr χ2 β′0何ど

ＲＥＶＥＲＢ［四
ゅ的

ＴＲＥＭ［四
ω
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CURSORキ ーを使って変更したいレベルの位置に合わせます。次にエンコーダーを回して、その数値を変更し

ます。

リバーブ効果は、部屋の大きさに応じて6種類からお選びいただけます。いずれもエコー効果のシュミレートもで

きます。操作完了後、EXlTキーを押せば、ディスプレイは初期画面に戻ります。

く注意>6種 類のリバーブバラメーターは、機種 (1日モデル)によっては搭載されていない場合があります。

4ト レモロ効果の設定

TREM(ト レモ回)キーを使って、各手鍵盤ごとにトレモ回効果の速度と深さを設定します。

TREMキ ーを押すと、各手鍵盤のトレモロパラメーターが以下のように表示されます。

TREH8L田
BEPTHゴ宮PEE口

Hヨ門81   HヨRBII
2日ゴ1寄   2日ゴ1母

いずれも、左の数値(スラッシュの前)が深さを、右の数値(スラッシュの後)が速さを表しています。CURSORキ

ー(ておよび♭)を使って変更したい位置に合わせます。エンコーダーを回せば、その数値を変更することができ

ます。操作が完了したら、EXlTキーを押して初期画面に戻ります。変更した設定内容は本体メモリーに保存する

こともできます。

DrSPLAy
40 CA印 TヽTER′χ2Rl針 E

却ス
師圃

的
圃
ゆ
圃

ＴＲＥＭ
圃
ぃ圃

Ｍ‐Ｄｔ
圃
い国

碑圃
抑囲

リバーブキー

つ6PttY

40 0ARATEPrχ  2 P′OHF

圃 囲 圃 回 圃

圃 □ □ 圃 圃

トレモロキー

４
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第4章  フロッピーディスクドライプの便用

1フ ロッピーディスクドライブ

プレスティッジシリーズのオルガンはすべて3.5インチのフロッピーディスクドライブ(以下 ドライブ)を装備してお

り、演奏を保存できるだけでなく、オルガンのポイスやメモリープログラムデータを保存することもできます。こ

のフロッピーディスクドライブは、2DD(720キロバイト)および2HD(1.44メガバイト)のディスクを使用すること

ができます。フロッピーディスクは、スピーカーやテレビなど強力な磁場を発生する機器の近くに置かないでくだ

さい。

2デ ータフォーマットおよぴ呼ぴ出しモード

プレスティッジシリーズは、楽曲の録音や再生用としてスタンダードMIDIファイル(・,mid)(フォーマット0/1)を

使用 しています。スタンダードMIDlファイルによって、市販のMIDI曲集がかかります。また、最も一般的な譜面

印刷やシーケンス編集ソフトウェアとの完全な互換性も確保されています。

3フ ロッピーディスクドライプのコントロールパネル

前述 した通り、フロッピーディスクドライブのコント田一ルパネルは、引き出しボックス内にあります。フロッピー

ディスクコント回―ル部はボックス下部にあり、3桁の数字ディスプレイがついています。この部分を以下に示し

ます。

4フ ロッピーディスクのフォーマット

新しいフロッピーディスクをデータ保存用として使う時は、必ずディスクをフォーマット(初期化)してください。プ

レスティッジシリーズでは、極めて汎用性の高いMS―DOSフ ォーマットを採用。市販されているほとんどのコンピ

ューターやシーケンサーに使うことができます。

(対応 :IBM‐PC,AtaH,MS‐DOSフ ォーマット・アクセス・ユーティリティ装備Apple Macintoshなど)

フォーマット手順は以下のとおりです。

・ドライブにフロッピーディスクが入っていないことを確認します(3本の水平ダッシュ"一一一いがディスプレイに

表示されていなければなりません)。

巽 圃 □ 圃 □ 塁

ひ 夏 □ □ ロ ヌ
魚   め   □   〉  ] ]   。

フ回ッピーディスクドライブ・

(3桁)ディスプレイ
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・CLEARキ ーを押したまま、フォーマットしたいフロッピーディスクをドライブに挿入します。この時、デイスクの

隅にある穴、ライトプロテクトタブが閉まっているか確認してください。そうでない場合、タブの窓を閉めて書き

込みが可能な状態にしてください。

<注 意>フ ロッビーディスクには、誤ってデータを消してしまわないようにライトブロテクトタブ(書き込み禁止タブ)が付いています。重要なデータが入っているディスクは、

タブをオン(開けた状態)にして書き込みができないようにしてください。録音する場合には、タブをオフ(閉めた状態)にしてください。

・プレスティッジVで は、ディスプレイ上にWSure"(WAre 
you sure?"/よろしいですか)の表示が出ます。RECキ

ーを押 して録音 してください。録音をとりやめる場合は、STOPキ ーを押 して操作を中止してください。

・ディスプレイには、
"F"(フ

ォーマット)に1から80までの連続番号がついた表示が出て、ディスクトラックがフオ

ーマット中であることが表示されます。

・トラック番号が80になると、ドライブは休止状態に戻り、
いNoS"(No Song)のメッセージが表示され、操作が完

了したことを示します。

使用済みのフロッピーディスク、あるいは他の機器で使用 したフロッピーディスクのフォーマットが必要になった

場合も、同じ手順でフォーマットします。

<注 意>ディスクをフォーマットすると、そこに含まれているデータはすべて削除されますのでご注意ください。

5葉 出の銀音

録音を開始する時は、フォーマット済みの書込み用のフロッピーディスク(3.5インチの2DDま たは2HD)を ドライ

ブに挿入してください。

。まずジェネラルメモリーのHRボ タンを押してキャンセル状態(オルガンレジスターの機能解除)にし、希望のレ

ジストレーションを作り、第2章3項 「専用メモリーおよびジェネラルメモリーのプログラム」の記載手順にしたが

って、ジェネラルメモリーのいずれかに保存します。

・PAUSEキ ーを押しながら、RECキ ーを押します。各ボタンのLEDラ ンプが点灯し、録音する楽曲の番号が3

桁ディスプレイに表示されます。

・再びPAUSEキ ーを押して録音を開始します。録音をとりやめる時はSTOPキ ーを押します。

〈注意〉

録音中は全自動モードでデータの保存が行われます。録音再生中には、フロッピーディスクをドライブから絶対に抜かないでください。また演奏と同時にディスクに録音され

るので、録音の修正はできません。
・プレスティッジVで は、楽由に自動的に連続番号を振り分けます。各楽由はディスク上の最後の楽曲より大きい番号で表示されることになります。
・プレスティッジVに は、フロッピーディスクに保存した内容の加工や補正をする機能はありません。演奏ミスが生じ、楽曲全体をキャンセルした場合は、最初から録昔し直

さなければなりません。キャンセル機能については、第4壺13項「楽曲の削除」をご参照ください。

6フ ロッピーディスクに録音した築出の再生

再生したい楽曲が入っているフロッピーディスクをドライブに挿入します。しばらくすると、ディスプレイ上に、デ

ィスクの最初の楽曲に対応する番号01が表示されます。

オートプレイパラメーター(第4章9項「オートプレイ機能」参照)がオンになっている場合、再生は自動的に行わ

れます。そうでない場合はPLAYキ ーを押します。PAUSEキ ーを押せば一時的に再生が止まり、もう一度同じキ

ーを押せばその部分から再生することができます。STOPキ ーを押した場合、楽曲は冒頭部分に戻ります。

別の楽曲番号を選ぶには、SONGキ ー(前曲くおよび>次 曲)を使います。

６
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フメトロノームテンポの変更

プレスティッジVで は録音された楽由にアクセスすると、楽曲に含まれたコードを識別し、正確なメト回ノームテ

ンポ値 を選択 します。この数値はTEMPOキ ー(くおよび♭)を使って変更することができます。テンポの範囲は

32～ 250bop.m.です。

・TEMPOキ ー押すと、進行中の楽曲の再生速度が速くなったり(レTEMPOキ ー)遅 くなったり(資TEMPOキ ー)

します。選択したテンポは楽曲が変わるまで維持され、CLEARキ ーを押しながらTEMPOキ ー(く)を押せば最初

の数値に戻ります。

・2つのTEMPOキ ーを同時に押せば、現在のメト回ノームテンポ値を、3桁ディスプレイ上に表示させることがで

きます。           |

・現在の楽曲番号の表示に戻すには、2つのSONGキ ーを同時に押します。

B REWキ ーとFFキ ー

REWキ ー(rewind/巻き戻し)およびFFキ ー(fast forward/早送り)を使って、楽曲の早送りや巻き戻しができま     ・

す。この時、ディスプレイ上には小節の番号が表示されます。

・REWキ ーおよびFFキ ーをSTOPキ ーと同時に使い、楽曲の冒頭と未尾に瞬時にジャンプ。選択した楽曲の冒

頭と末尾へのリーダーの自動位置決め(オートマチック・ポジショエング)ができます。

・楽曲の冒頭にリーダーをあわせるには、再生を止めてSTOPキ ーを押したままREWキ ーを押します。

・REWキ ーではなくFFキ ーを押せば
｀
、リーダーの位置は自動的に現在選択されている楽由の末尾になります。

9オ ートプレイ (AUTOPLAY)機 能

自動的に楽曲を再生する機能です。ディスクがドライブに挿入された時、オートプレイ機能によってオルガンリ

ーダーがディスクの最初の楽由の再生を開始するかどうかを指定することができます。オートプレイ機能には次

の2つがあります。

・オートプレイ・オン:ディスクを挿入するとリーダーが自動的に再生を開始します。

・オートプレイ。オフ:ディスクを挿入してもリーダーはSTOPの 状態のままです。

オートプレイ機能の設定は以下の手順です。

・SETキ ーを押したままPLAYキ ーを押します。3桁ディスプレイ上にはオートプレイ機能のオン・オフ表示が出

ます。

・REWキ ーおよびFFキ ーを使って変更します。

・SETキ ーを押して確定するか(オルガンのスイッチが切れた後も変更された設定のままです)、STOPキ ーを押

して変更した状態を取りやめます。

10自 動巻戻し(AUTOREW)鶴 能

自動巻き戻し(AUTOREW)機 能では、次の2つの方法でSTOPキ ーを活用できます。

・自動巻き戻し・オン:巻き戻し中にSTOPキ ーを押すと、常に楽曲の冒頭部分に戻ります。

・自動巻き戻し・オフ:STOPキ ーを押すと、止めたそのポジションに常に戻ります。

自動巻き戻し機能の設定は以下の手順です。

・SETキ ーを押したままSTOPキ ーを押します。3桁ディスプレイ上には自動巻き戻し機能のオン,オフ表示が出

ます。
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・REWキ ーおよびFFキーを使って変更します。

・SETキ ーを押して確定するか(オルガンのスイッチが切れた後も変更された設定のままです)、STOPキ ーを押

して変更した状態を取 りやめます。

11ソ ング ・インターパJレ・タイムの設定

楽曲の末尾にきて演奏者がSTOPボ タンを押さない場合には、プレスティッジVは 自動的に次の楽曲の再生を開

始します。ソング・インターバル・タイム(SONG INTERVAL TIME)パ ラメーターを使って、ある曲の末尾と次曲の

冒頭の間に休止時間 (pause ttme)を設定することができます。このパラメーターの初期設定は4秒です。

ソング・タイム・インターバル・タイムの設定は以下の手順です。

・SETキ ーを押 したままPAUSEキ ーを押します。

・ディスプレイ上には現在設定されている休止時間が表示されます。変更するにはFF(増加)およびREW(減 少)

キーを使います。

・SETキ ーを押 して確定するか(オルガンのスイッチが切れた後も変更された設定のままです)、STOPキ ーを押

して変更した状態を取りやめます。

12葉 出のコピー

フロッピーディスクに録音された楽曲は、別のフロッピーディスク(容量の違うディスクも可)にコピーできます。

コピーの手順は以下のとおりです。

・コピーしたい楽由が入っているフロッピーディスク(元ディスク)を、念のためプロテクトオンの状態にして、ドラ

イブに挿入します。そして、SONGキ ー(くおよび>)を 使ってコピーしたい楽由の番号を選びます。

・次にRECキ ーを押 しながらセットボタンを押 します。ディスプレイにはWSureW(Are 
you sure?)の表示が出ま

す。RECキ ーを押して確定します。

・しばらくして(時間はコピーする楽曲のデータ量によります)、ディスプレイ上に、楽曲のコピー先ディスクの挿

入を求める表示
"dSザが出ます。そこで元ディスクを取出し、コピー先ディスクを挿入します。

・コピーが済むと、ディスプレイ上に現在の楽曲番号が表示されます。

<注 意>大 量のコピーを行う場合、コピー元ディスク(ディスプレイ上にⅢSrc"と表示)とコピー先ディスクの挿入を何度か繰り返す必要があります。

13業 出の削除

あるフロッピーディスクから楽由を削除するには、まずSONGキ ー(くおよび♭)を使って削除したい楽曲の番号

を選び、RECキ ーを押しながらCLEARキ ーを押します。ディスプレイにはいSure"(‖Are you sure?")の表示が出ま

す。RECキ ーを押して削除を進めるか、STOPキ ーを押して操作を取りやめます。

(注意〉
・ディスプレイに"dPrⅢ(Dにk Protected i保護ディスク)の表示が出た場合には、プロテクトォンされているディスクから楽出を削除しようとしていたことを意味しています。デ

ィスクを取り出し、プロテクトタブを閉めてから、同じ操作を繰り返します。
・"SPr"(Song Protected i保護楽出)の表示が出た場合、削除したい楽曲が取消できないよう保護されていることを示しています。詳しくは第4±14項「楽曲の保護」、15項

「ディスク全由の保護と保護解除」をご参照ください。
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14業 出の保護

プレスティッジVの フロッピーディスクドライブは、誤ってディスクのデータを削除しないよう、フロッピーディス

クドライブに収められた各由に読み出し専用コード(Read‐Only atttbute)をつけることができます。

。まずCLEARキ ーを押したままSONGキ ー(く)を押します。

・3桁ディスプレイ上には、ディスクの最初の楽曲に関して、
WSPr"(Song Protected;保護楽曲)あるいはいnPド

(NoT Protected;未保護)の表示が出ます。

・SONGキ ー(くおよびレ)で変更したい楽曲を選択し、REWお よびFFキーを使って変更します。

・最後にRECキ ーを押して確定し、STOPキ ーを押して一連の手順を終えます。

(注意!〉
・保護属性はフォーマットの手順に何の影響も与えません。
・保護属性の変更を行うには、プロテクトオフ(タブが閉まっている)状態でなければなりません。

15デ ィスク全出の保護と保護解除

・CLEARキ ーを押したままFFキーを押せばディスク内の全由を保護することができ、REWキ ーを押せば保護が

解除されます。ディスプレイには、しばらくの間(日寺間は保護されるデータ量によります)"RunW(実行中)が表示

され、次いで現在の楽曲番号が表示されます。

16フ ロッピーディスク内の楽曲総数

フロッピーディスクをセット。CLEARキ ーを押しながら、TEMPOキ ー(レ)を押します。しばらくすると、楽曲総

数が3桁ディスプレイに表示されます。

171出 が占めるディスクスベース塁

フロッピーディスクをセット。CLEARキ ーを押しながら、SONGキ ー(レ)を押します。しばらくすると、選択した

楽曲が占めるディスクスペース量が表示されます。キロバイト表示になっていることにご注意ください。

18レ ゾリューション

この機能により、プレスティッジVが 演奏を録音する際のレゾリューション(分解能)が決まります。これは、J/96

(1/96の分解能が利用できる)の初期設定となりますが、楽曲をより忠実に録音するためには、分解能の数値を

上げることができます。4分音符につき96(デフォルト)、120、192、240ティックのレゾリューションが利用でき

ます。

レゾリューションの設定は以下の手順です。

・SETキ ーを押したままRECキ ーを押します。現在選択されているレゾリューション値がディスプレイに表示さ

れます。

・REWキ ーおよぴFFキーを押して、希望の数値を選択します(96,120,192,240)。

・最後にSETキ ーを押して確定するか、STOPキ ーを押して操作をとりやめます。
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第5章  ボイスプログラム

1搭 載パラメーター

プレスティッジVの 持つ最もユニークな特徴のひとつは、多くの主要パラメーターを変えて、オルガンの各ボイス

(音声)やレジストレーションを変更できるということです。変更したボイスは、本体のスイッチを切っても保持さ

れ、フロッピーディスクに保存して、必要に応じて呼び出す(reload)こともできます。

ボイス変更に使用するパラメーターの一覧とその説明を以下にご紹介 します:

1.レベル ・パラメーター(L胡):全 体的な音声レベルを調整するパラメーターです。このパラメーターの最大可変

幅-8/+7は 、一/+4dBに 相当します。

2.鍵 盤音量 トラッキング・パラメーター:この音量 トラッキング・パラメーターによって、手鍵盤の低音域と高音

域の音量比率を指定することができます。

・プレスティッジVに は、TRACKING LOW(TH)お よびTRACKING HIGH(Trh)と いう2つのパラメーターがあ

り、それぞれ鍵盤の低音域 (TH)と高音域 (Trh)について音量比を定めています。いずれのパラメーターも可変幅

は-8/+7で 、一/+4dBに 相当しています。

3.ラ ンク・フラクチュエーション・パラメーター(Rnk):こ のパラメーターが作動すると音質にわずかな波動 (ピッ

チ変化)が生じます。

4.ピ ッチ調整パラメーター(Pch):選 択 したボイスのピッチ微調整 をします。このパラメーターの可変幅は

-8/+7で 、一/+32/200secに オロ当しています。

5.ア ウトプット・パラメーター(Out):ボイス(音声)出力をオルガンのステレオパノラマに振り分けます。具体的

には以下の通りです:

・L(Left;左):音声は左チャンネルにのみ出力されます。

・R(Rもht;右):音声は右チャンネルにのみ出力されます。
・C/L(C to the Left;C音を左へ):右チャンネルに出力される第1オクターブのC音から始めて、それに続く半音階

の音をすべて交互に各チャンネルに出力します(C‐>右・C帯‐>左,D‐>右など)。

・C/R(C to the Rもht;C音を右へ):左チャンネルに出力される第1オクターブのC音から始めて、それに続く半音

階のすべての音を交互に各チャンネルに出力するようにします(C―>左,C#―>右,D→左など)。

・L―R(LettRもht i左‐右):音声はステレオパノラマ方式で右側および左側チャンネルに出力されます。

6.カラー・パラメーター(Cd):低音成分や高音成分を強調することで音色を調整します(可変幅-8/+7と 表示)。

7.発音タイミング・パラメーター(ATTACK CHiFF:Atk):約2mm/secから約300mm/secまでの16段階で、発音の

タイミングを調整します。このパラメーターはパイプオルガンサウンドのより忠実なシミュレーションを行うため、

手鍵盤の中央部で300mm/secの 場合、低音部ではかなり高くなり(約500mm/sec)、高音部では低 くなります

(100mm/sec)。

20
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8.デチューンリリース・パラメーター(Rd):半 音の最大可変幅が-100/200secであるキーを放したときのデチュ

ーンを調整します(1～16段階で表示)。

9.ラ ンダム・デチューン・パラメーター(Rnd):このパラメーターによって、手鍵盤のあるキーと別のキーとの間

のランダム・デチューンを調整することができます。これにより、パイプオルガン特有のコーラス効果 (chorus

ettect)が生まれます(1～16段階で表示)。

2ポ イスパラメーターの変更

ボイスを変更するには、まず引き出しボックスにあるTAB(タブ)キーを押します。

ディスプレイはオルガンの3つのセクション(足鍵盤、第1手鍵盤、第2手鍵盤)に対応して3つに分かれています。

各段とも上部には各セクション名、下部にはそのセクションの音色名が表示されます。

CURSORキ ー(くおよび勝)を使って変更したい音声の位置に合わせます。次に、エンコーダーを回して、変更

したい音声名がディスプレイ上に表示されるまで、音声をスクロールしていきます。

この時点でPAGE(ベ ージ)キー (△)を押せば、第5章1項に記載した変更パラメーターがすべてディスプレイの

第1行目に表示されます。各パラメーターの数値は以下のように表示されます。

Lttl Trl TPh Rttk PBh 8ut EBl 日と比 R口I Rhd
一軍   ―量   +2  T  -l   L   +2   再   11   日

次いでCURSORキ ーおよびエンコーダーを使って、第5章1項の記載にしたがいパラメーターを選択し変更します。

そしてPAGEキ ー(▽)を押して音声選択 (voにe seletton)画面に戻ります。Exlキーを押して初期画面に戻りま曳

つrSPLAY

40似 勲 所ヽ 宮用′X2PreHE

ス ス 圃 圃 圃
▽ PAGE△      くCURSOR〉     EXIT

２
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第6葺  ボイスおよびメモリーのディスク保存

1ポ イスプログラムのディスク保存

プレスティッジVの 特徴のひとつは、変更したオルガンのボイスプログラムをフロッピーディスクに保存 し、必要

に応じてオルガン本体の内部メモリーに呼び出せるということです。

第4章で述べたように、プレスティッジVで は演奏 した楽曲をフロッピーディスクに録音することができます。

フロッピーディスクには、楽曲録音用、変更したボイスプログラムとメモリーの保存用の2つの利用法があります。

用途別に使い分けることをお勧めします。

保存の手順は以下のとおりです。

・フォーマット済みで、プロテクトオフ(タブが閉じている)された状態の3.5インチフロッピーディスクをドライブ

に挿入し、SET~「lNGキーを押します。                           ・

最初に、音声呼び出し画面が表示されます。PAGEキ ー(△)を押すと、以下のメッセージが表示されます。

宮RWE TRB ttBIEE intB 口王宮H:
3日七 di二比 itt REEBRtt H日口E ョ門d P明二h ン

DrSPLAγ
40 0ARArTEP′ χ2用 GttE

圃 ス き 園 図
▽ PAGE△      くCURSOR♭     EXtT

セッティングキー

２２
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これでコントロールパネル上の設定をフロッピーディスクに記録できる準備ができました。次にPAUSEキ ーを押

しながら、RECキ ーを押します。すると記録される設定のファイル番号が3桁ディスプレイ上に表示されます。

ヌ 賢 夏 囲 圃 日

圃 圃 ロ ヌ 豪
“  勝   □  〉  80  0

3桁ディスプレイ

そのままCURSORキ ー(》)を押すと、ディスプレイにはWSureW(WAre 
you sure?W)の表示が出ます。

耳日暉E TRB 甲81EE irtt田 口I宮H: 耳l_lRE ?,

Pu二 h 十 七日 B口 門Firm Br EHIT と口 .ョbBrt

ここで再びCURSORキ ー(レ)を押せばプロセスを開始します(操作をとりやめる場合は、EXITキーを押します)。

すると、フロッピーディスクドライブのLEDランプがしばらく点灯し、ディスプレイに次のような表示が出ます。

宮RttE TRB lど日正EE imtB EIIttH:
耳RttE 二七ョr・七=d: wiit 口出d ttF di二比 |∬RI TE

以上の操作が完了すると、ディスプレイは初期画面に戻ります。

<注 意>
"dEず

(dにk errOr)またはⅢEド(町ect)という表示が出ていたら、そのディスクがフォーマット(初期化)されていないということです(第4壼4項のフォーマット手順を参照)。また、
"dPr"(dもk protected)と表示されている場合は、挿入ディスクが書込み保護されていることを示しています。いずれも、適切なディスクを挿入して保存手順を繰り返します。

2デ ィスクからのポイスプログラム呼び出し

ボイスプログラムの入ったディスクをドライブに挿入します。しばらくすると3桁ディスプレイ上に番号001と表示

されます。PLAYキ ーの上の緑色のLEDラ ンプが消えているか確認します。消えていない場合はSTOPキ ーを押

します。

次にSE「阿lNGキーを押すと、以下のメッセージが英数字ディスプレイに表示されます。

LttRtt TR日 甲日IEE fr口m BISH:
ニロI=Btt TRB 甲81 EES □陶 di二比 .ョ門d Push ト
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SONGキ ー(くおよび》)を使って、3桁ディスプレイ上で、オルガン内部メモリーに呼び出すボイスデータの入

ったファイル番号を選択します。

圃 圃 夏 圃 要 賢

圏 圃 圃 要 圃 圃
佃  勝   □  〉  B ]   。

3桁ディスプレイ

CURSORキ ー(レ)を押せば、ディスプレイにはWSureW(・Are you sure?い)の表示が出ます。

L8日田 TRB ttBIEE frttm EII SH: Sur■  ?
P明 二h > 七日 B8陶 firm ttP EHIT とロ ョb口 rt

ここで再びCURSORキ ー(》)を押せばデータの読込みを開始します(操作をとりやめる場合は、EXITキーを押

します)。フロッピーディスクドライブのLEDラ ンプがしばらく点灯し、ディスプレイに次のような表示が出ます。

上骨白齢 T員爵 :ど番IEES f・r8m
と番員El 二七ョr・七日ば言 waitirt雪 ｆ一Ｕ船胡

di3比  REREl

以上の操作が完了すると、ディスプレイは初期画面に戻ります。

<注 意>上 記の操作によってオルガン本体の設定状況が失われてしまいます。新しい設定を読み込む前に、必要であればフロッピーディスクに保存しておくことをお勧めしま

す。

3メ モリー内容のディスク保存

専用メモリーあるいはジェネラルメモリーの内容はフロッピーディスクに保存し、必要に応じて呼び出すことがで

きます。

保存の手順は以下のとおりです。

・フォーマットしたフロッピーディスクをドライブに挿入します。SETTINGキ ーを押し、次のような表示が出るま

でPAGEキ ー(△)を押します。

SRttE HEHttRIES imと8 BISH:
ニロと di二比 im REEBRB H8日E ョ陶d P明島h ト

４２
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次にPAUSEキ ーを押しながらRECキ ーを押します。するとディスクに言己録することができます。言己録内容のファ

イル連番号が3桁ディスプレイ上に表示され、各キーのLEDランプがつきます。

ロ ア 圃 圃 レ 圃

ヌ 圃 圃 圃 圃 圃
報   勝   □   〉  ]口  。

3桁ディスプレイ

CURSORキ ー(>)を押せば、ディスプレイにはWSure"("Are 
you sure?")の表示が出ます。

宮RWE HEHttRIEtt intB 口I雪H: 耳l_lRE ?
PlJ二h 卜 と口 B8門firm □P EHIT とロ ョL□r口七

ここで再度CURSORキ ー(>)を押せばプロセスを開始します(操作をとりやめる場合は、EXlTキーを押します)。

すると、フロッピーディスクドライブのLEDランプがしばらく点灯し、ディスプレイに次のような表示が出ます。

SRttE HEHttRIES intB BISHヨ
SRttE 二とョrt=d: wョiting ョnd 8F di二比 WRI TE

以上の操作が完了すると、ディスプレイは初期画面に戻ります。

<注 意>

保存手順を実行すると、8バンクすべてのメモリーに関するデータはフロッビーディスク上にダウンロードされます。また"dEr巾
(dにk errOr)またはⅢ

可t"(司ect)という表示が出て

いたら、そのディスクがフォーマットされていないということです(第4章4項のフォーマット手順を参照)。また、
"dPド

(dにk prOtected)と表示されている場合は、挿入ディスク

が書込み保護されていることを示しています。いずれも、適切なディスクを挿入して保存手順を繰り返します。

4デ ィスクからのメモリー内容の呼び出し

メモリーのデータをオルガン本体に再ぴ呼び出すには、データの入ったディスクを挿入し、SE口席tNGキーを押し

ます。以下のようなメッセージが表示されるまでPAGEキ ー(△)を押します。

LttRtt HEHttRI ES ギ
・
rttm 田I耳H:

二=ユ=とと HEH□RI E宮 日n di二比 ョmd Pu二h ト

SONGキ ー(くおよび>)を使って、3桁ディスプレイ上で、楽器本体に呼び出すメモリーデータの入ったファイ

ルの番号を選択します。

□ 圃 圃 圃 圃 圃

圃 □ 圃 圃 圃 ス
知   》   □   ♭  B 8   。

3桁ディスプレイ

２
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CURSORキ ー(》)を押せば、ディスプレイには"SureW(HAre 
yOu sure?‖)の表示が出ます。

L日日B HEHttRIES frBm EIIttH: SLiRE モ
B

F・u二h 十 七日 ●8r‐lFirm Br EHIT と田 ・ヨL口ri

ここで再度CURSORキ ー(レ)を押せばメモリーデータ読込みを開始します(操作をとりやめる場合は、EXITキ

ーを押 します)。すると、フロッピーディスクドライブのLEDラ ンプがしばらく点灯し、ディスプレイに次のような

表示が出ます。

L8日口 HEHttRI Ett Fr田出 EII ttH
L8日ロ ニ七ョド・七日d: Wヨitim雪  日向:J BF di二比 貴EttB

以上の手順が済むと、ディスプレイは初期画面に戻ります。

<注 意>

新しい設定が既存の設定に置換されるので、ディスクから読み込む前にメモリーをディスクに保存してください。
ⅢdEr"(dもk err。「)またはⅢ

可世(可ect)という表示が出ていたら、そのディスクはフォーマットされていないということです(第4章4項のフォーマット手順を参照)。また、ⅢdPド(dにk

protected)と表示されている場合は、挿入ディスクが書込み保護されていることを示しています。いずれも、適切なディスクを挿入して保存手順を繰り返します。

６２
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第フ章 MIDl

l MIDと は……

MiDIとはMusical instrument Diglalintettaceの略です。

MIDl(ミディ)は、電子楽器同士をつないで音楽情報や演奏データを交換するための世界共通の規格です。たと

えばプレスティッジVの 鍵盤で演奏したメロディを別のシンセサイザーで発音させたり、他のMiDI機器から送信

されたデータをプレスティッジVで 発音させることができます。MIDl機能を使用するためには、データをやりとり

するためのMIDl機器とデータを接続するためのM!Dlケーブル(DlN5ピン)が必要です。MiDl機 器は、通常以下の

3つのMIDi接続端子を備えています。

・MIDiイ ン:本機が他のMIDl機器からMIDiデータを受信するための端子。

・MlDlア ウト:本機からMiDlデータを送信するための端子。

・MIDlス ルー:MiDl機器 を直列接続するために、MiDlイン・ポートで受信 したMIDlデータをそのまま送出しま

す。

プレスティッジVで は、これらの接続端子は第1手鍵盤の左下にある接続パネルについています。

MIDI機器には16チャンネルあり、チャンネルごとに接続 した機器とデータのやりとりを行えます。それによって

最大16台までのMIDl機器を個別にコント回一ルすることができます。また当然ながら、接続 したMIDI機器同士で

チャンネルが違えばデータのやりとりはできません。両方のMiDi機器の送信/受信チャンネルは合わせる必要が

あります。

2プ ログラムチェンジ ・メッセージの送信

プレスティッジVは 、TRIPHONIC(ト リフォニック;3声)のMIDIインターフェイスを装備 しています。トリフォニッ

クとは、どの手鍵盤も3つの独立したMiDIチャンネル上で送受信できるということであり、うち1つはベース(base)

チャンネルで、他の2つ (AとB)は中央パネルにある各種MIDl選択スイッチにより、各鍵盤ごとに作動させること

ができます。

〓

車

MIDI選択スイッチを押すと、2つの異なるチャンネル(Aのチャンネル1とBのチャンネル2で、各手鍵盤のMiDlデ

ータの送受信ができます。各手鍵盤および足鍵盤に対するMIDlベースチャンネルは、コントロールセンターで作

動させます(詳しくは、第7章4項"MiDlの
送受信チャンネルの起動

"、5項"MiDlフ
ィルターい

をご参照ください)。

これに加えて、プレスティッジVの MiDIには、プログラムチェンジのメッセージ送信、調整可能なMIDlダイナミッ

クスおよびMlDlフィルター機能がついています。

3.プログラムチェンジ ・メッセージの送信

MiDIプログラムチェンジ・メッセージにより、所定のプログラム(例えば音色)を中央パネルにあるMIDl選択スイ

ッチを使って、接続された機器に呼び出すことができます。

MIDi選 択スイッチ
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D′SPLAY
4θ ttRATTEPrχ 2月rGHE

ヌ 圃 き 圃 圃

ヌ 豪 ヌ 要 蔓

MIDIキーを押すと、ディスプレイ上に手鍵盤および足鍵盤の名称が表示されます。2つのMIDlプログラムチェン

ジの数値 (0-127)の下に、左側の最初の数値はMIDI Aに害!り当てられたチャンネル、2番目の数値はMIDI Bに

書Jり当てられたチャンネルを表示しています。

CURSORキ ー(くおよび♭)を変更したい位置まで動かします。次にエンコーダーを回して、その数値 を変更 し

ます。終了したらEXITキーを押します。

〈注意〉
プログラムチェンジの構成はジェネラルメモリーに保存することができます(詳しくは、第2士をご参照ください)。つまり、メモリーが呼び出された場合、オルガンのポイスと接

続されたMIDI音源のポイスの両方が自動的に変更されるということです。

4M:Dlの 送受信チャンネルの起動

プレスティッジVは トリフォニック・インターフェイス(tHphonにinterface)を装備 しています。これによって、各鍵

盤は3つのMiDlチャンネルで送受信することができます。1つはベースチャンネル、残り2つはそれぞれMIDI Aと

MIDI Bに割り当てられたチャンネルです。MiDIの送受信チャンネルは、以下のように配列されています。

鍵盤 ベースチャンネル MiDi Aチ ャンネル MiDl Bチャンネル

足鍵盤 ４ ７ ８

第1手鍵盤 (MI) ３ ５ ６

第2手鍵盤 (MI) ２ ３ ４

プログラムチェンジア`ンク・

ベダルMiDl A
プログラムチェンジナンパー・

ベダル MiDi A
プログラムチェンジバンク・

ベダル MIDi B
プログラムチェンジナンパー・

ベダルMiDl B

E呂
薯 離

プログラムチェンジ′`ンク・

第1手鍵盤MIDI A
プログラムチェンジ′

第1手鍵盤MIDI B
プログラムチェンジ′`ンク

男2手鍵盤MlDI A
プログラムチェンジバンク

第2手鍵盤MIDI B

ブログラムチェンジナンバ…・

第2手鍵盤MIDI B
プログラムチェンジナンパー・

第1手鍵盤MiDI A
ブログラムチェンジナンブ`一・

第2手鍵盤MIDI A
ブログラムチェンジナンバー・

第1手鍵盤MlDl B

上記以外に、プレスティッジVで は、ジェネラルMiDlあ るいはシステム情報のやりとりに使う4つの全体チャンネ
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ルも制御 しています。チャンネル番号は9,10,15,16です。

<注 意>MiDIチャンネルの配列は変更できません。

MIDl送信チャンネルを起動させるには、コント回―ラのMIDIキーを押し、

ィスプレイには以下のように表示されます。

次いでPAGEキ ー(△)を押します。デ

上記の図から分かるように、ディスプレイは、手鍵盤 (および足鍵盤)について3つ、全体チャンネルに1つ、の4

部に分かれています。

CURSORキ ー(資およびレ)を使って変更したい数値に合わせ、エンコーダーを回して選んだ送信チャンネルを

オン(起動)またはオフ(解除)に設定します。ディスプレイ上では、オフ(解除)されたMIDlチャンネルはアステリ

スク( * ) で示されます。

PAGEキ ー(△)を押して、MIDl受信チャンネルの制御画面に合わせます。画面上でのパラメーター配置は全く同

じです。

ここで再びCURSORキ ー(ておよび♭)を使って変更したい数値に合わせ、エンコーダーを回して選んだ受信チ

ャンネルをオン(起動)またはオフ(解除)に設定します。ディスプレイ上では、オフ(解除)されたMIDlチャンネル

はアステリスク(米)で示されます。

操作を終える時は、EXlTキ ーを押します。

TH Bhョ出陶=1 _ FE=dal   Hョ陶B tt   Hョ陶B二I
H l日 干 上S T 母 1キ ヨ S l再 H 4 1量

手鍵盤ベース

チャンネル
グローバルチャンネル

手鍵盤MiDI A
チャンネル

手鍵盤MiDI B

チャンネル

F:H E.h.ョrin●1
H  l督 H  l電B

Pttd亀ユ   r8tョ拘BI   Hョ拘811
F 母 ユ■ 軍 占 ユ喜 H ■ 12

手鍵盤ベース

チャンネル
グローバルチャンネル

手鍵盤MIDi A

チャンネル
手鍵盤MIDi B

チャンネル

９
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5 MiD:フィJレター

MlDlフィルターは、任意のメッセージをMiDI送受信からカットすることができる装置で,す。受信と送信の両方で、

プレスティッジがフィルターにかけることができるメッセージの種類は以下の通りです。

メッセージ★ 略語 内容

ノート Note MiDlノートメッセージ

コントロールチェンジ CC コントロールメッセージ(音量、エクスプレッションなど)

プ由グラムチェンジ ＧＰ プログラムチェンジメッセージ

システム・エクスクルーシブ SYS‐ EX エクスクルーシブオルガンメッセTジ (プログラム作成)

リアルタイム REAL チューニング、タイムメッセージ

アクティブ・センシング ACT‐ S 接続 (検出)メッセージ

フィルターを作動させる(つまリメッセージをカットする)には、まずMIDlキーを押して本体のMIDl設定にアクセス

します。次に、以下のような画面がディスプレイ上に表示されるまでPAGEキー(△)を押します。

各メッセージ☆ (ディスプレイの第1行目に表示)にも送信時 ・受信時のフィルターがあります。それぞれが設定可

能です。

CURSORキ ー(ておよび》)を使って変更したいフィルターに合わせます。次にエンコーダーを回してY(YES=

フィルター作動)とN(NO=フ ィルター無効)から選択します。

6ダ イナミックス値の調整

MIDIダイナミックス(ベロシティ)の数値は、0から127まで各手鍵盤および足鍵盤部に対して個々に設定するこ

とができます。

MiDlインターフェイス・コントロール機能に(MiDIキーを押して)アクセスしたら、PAGEキ ー(△)を必要な回数押

せば、ディスプレイ上に以下のメッセージが表示されます。

HE8ギB「s   Pョdョユ
甲ELBEI T8ギ  告キ sキ

Httn.I   Hョ陶口II
Sキ 占キ  占キ 岳キ

CURSORキ ー(くおよび》)を使って変更したいパラメーターに合わせます。次にエンコーダーを回して適切な

数値を選択します。

ここでEXITキーを押して操作を中止するか、PAGEキ ー(△および▽)を押して他のMIDi設定画面をスクロール

します。

=・Jニ ヨH rヨ ヨl

H H  H H
ヽ
出

乱
Ｈ

ヨ日
恥
円

Ｐ
Ｈ

ｉ
ｈ
Ｈ

ド
」ＦＨ

梅
Ｈ

脚
Ｈ

送信フィルター
受信フィルター

０



viscount PttSttCど y

MIDiダイナミックス設定はオルガン本体のメモリーにも保存することができます。

フ.MlDiトランスポーズ

送信されたMIDlのノートデータは、1ないし2オクターブ低く、あるいは高く移調することができます。

PAGEキ ー(△)を押すと、ディスプレイ上にはトランスポーザーがデフォルト値0に設定していることが表示され

ます。送MIDlのノートデータは、高めか低めに移調することができます。+2(オ クターブ)、+1(オ クターブ)、0

(移調なし)、-1(オクターブ)、-2(オクターブ)が考えられる数値です。

HI BI BETRttE TRRHttP8SER: 日

第8章  初期化 (フアクトリープリセット)芋順

1フ アクトリープリセットとは

この場合の初期化とは、工場初期設定(ファクトリープリセット)状態に戻る機能のことです。お客様が行った変

更はすべて消去されます。

プレスティッジVは 、全体初期化 (本体各セクションがすべて初期値にリセットされる)とセクション(鍵盤)別初

期化の両方を行うことができます。

初期化プロセスの特徴上、以下に述べる操作を開始する前に、重要なデータはフロッピーディスクに保存してお

くことをお勧めします。

2全 体初期化

まず、初期画面からはじめて、PAGEキ ー(△)を2度押します。するとディスプレイは以下のように表示されます。

H EEHERttL F日母TttRΨ ttETTIHE H   PRESTlRLE:182
Pu二 h ttBHEH8 8 1 2 ョRJ とur陶  七.htt P8Wgr B陶

本体にインストールされたソフトウェア・リリース(使用許可)がディスプレイの上段右隅に表示されます。アフタ

ーサービスを受ける時は必ずこのコードを伝えてください。

次いでオルガンのスイッチを切り、ジェネラルメモリーのプッシュボタンHRlお よび2を押しながら再度スイッチ

を入れます。これで工場初期設定状態に戻りました。

3第 2手鍵盟 (MANE/ス ウェル)のポイスの初期化

まず、以下の表示が出るまで、PAGEキ ー(△)を押します。

H 日11 宮WEEL 甲8iBロニ FRETttR甲  耳ETTIHE H
h ttWEEL HEH8 日 ョnd turm th= Pttwttr口田陶

次に本体のスイッチをいったん切り、第2手鍵盤の専用メモリーのプッシュボタンHRを押しながら再度スイッチ

を入れます。これで工場初期設定状態に戻りました
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4第 1手鍵躍(MAN1/グ レート)のポイスの初期fL

まず、以下の表示が出るまで、PAGEキー(△)を押します。

H ttll BRERT 甲8iこ日=.FRETBR甲  宮ETTI出ほ H

PlJ二h BRERT HE問8 日 ョ拘d turri th= PBwPr 8陶

次に本体のスイッチをいったん切 り、第1手鍵盤の専用メモリーのプッシュボタンHRを 押 しながら再度スイッチ

を入れます。これで工場初期設定状態に戻りました。

5足 鍵聾ボイスの初期化

初期画面からはじめて、以下の表示が出るまで、PAGEキ ー(△)を押します。

H ttll PEttRL ttBiBロニ FRET8R甲  宮ETTIHE H

F=EttRL HE田8 8 ョr,d tur・門 th口  P口wョr 口r!

次に本体のスイッチをいったん切り、足鍵盤部の専用メモリーのプッシュボタンHRを押しながら再度スイッチを

入れます。これで工場初期設定状態に戻りました。

6.脅ボイスの初期fヒ

プレスティッジVで は、ひとつのポイスのパラメーターをどの手鍵盤からでも初期値に戻すことができます。初期

画面からはじめて、TABキ ーを押していきます。ディスプレイ上ではオルガンの3つのセクション(足鍵盤部、第1

手鍵盤、第2手鍵盤)に対応して分れています。各段の上部にはセクション名、下部には各部位の最初のボイス

(音声)が表示されます。CURSORキ ー(くおよび》)を使って初期化したいボイスのあるセクションに合わせま

す。次にエンコーダーを回して、変更したいボイス名がディスプレイに現れるまでスクロールしていきます。

PAGEキ ー(△)を押し(ディスプレイにはボイスパラメーターが表示されます)、続いて上下のPAGEキ ー(△およ

び▽)を同時に押します。その後、EXlTキーを押して操作を終えます。

4.ボ イスの回―カルオフ

MlDlで外部電源を操作している場合には、ひとつないし複数のボイス(voにe)を「回一カルオフ(Local o村)」モー

ドに切り換える必要が出てくるかもしれません。ある音色が「ローカルオフ」モードであり、そのストップが開か

れている場合には、電源は作動せずにMIDlコードのみが送出されることになります(音声はミュート)。

5.トゥッティ・レジスターの初期!ヒ

トゥッティ(TUTTl)のレジスターを初期設定に戻すには、初期画面からはじめて、以下の表示が出るまで、PAGE

キー(△)を押します。

,  H Tl_lTTI 甲口I●日 FRET8RT SETTIHE H
Push EEH口HEH8 B ョnd turm t.htt P口w,P 8コ出

本体スイッチをいったん切 り、ジェネラルメモリーのプッシュボタンHRを 押しながら再度スイッヽチ を入れます。こ

れで工場初期設定状態に戻りました。

２
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6.ク レッシェンド・レジスターの初期fヒ

クレッシェンドベダル用レジスターの設定を初期設定に戻すには、以下の表示が出るまで、PAGEキ ー(△)を押

します。

H ERESEEH口 日 甲□iBtt FRETttRT ttETTI NE H
Pu二h EEH口HEH8 日 ョRJ とurtt th= P81Jttr □陶

本体スイッチをいったん切り、ジェネラルメモリー部のメモリー1のプッシュボタンを押しながら再度スイッチを入

れます。これで工場初期設定状態に戻りました。
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資料 M:Dlイ ンプリメンテーシヨンチャート

プレスティッジV

ベーシックチャンネル   デフォルトチェンジ 11ス ウェル

12グ レー ト

14ベダル

15ソロ

16グローバル

11ス ウェル

12グ レー ト

14ベダル

15ソロ

16グローバル

チャンネル1 1～1 6は

常に送受信

チャンネル1. - 3  - 7 - 9は

M l D I  A タ ブオン時

チャンネル2 - 4 、‐8 ‐1 0 は

M l D I  B タ ブオン時

モード         デフォルト

メッセージ

代用

×

Ｘ

モード3

×

ノートナンバー

トゥルーボイス

36-96

36-96

トランスポーザー レンジ

除 く

べ回シティ       ノート・オン

ノート・オフ

8nHノート・ベロシティ

9nHノート・ベロシティ

8nHノート・ベロシティ

9nHノート・ベロシティ 0=ノートオフ/40h=ノ ートオン

アフタータッチ      キー

チャンネル

×

×

×

×

ビッチベンダー Ｘ Ｘ

コントロール チェンジ ○

○

○

○

C C 0 7 =メ インボリューム

CC l l =エ クスプレッション

CC 9 0 =ト レモロス ピー ド

CC 9 2 =ト レモ回深 さ

(B n Hバ リュー1. ブ`リュー2)

n t t i C h ( 1 - 1 0 )

n ★対= c h ( 1 1 - 1 5 )

プログラムチェンジ ○ ○

システム・エクスクルーシブ ○ ○

システム (コモン)   ソングポジション

ソングセレクト

チューン

×

×

×

Ｘ

×

×

システム (リアルタイム)ク ロック

コマン ド

F8Hタ イミング

クロック○(・
★
)

FAHス タート

シークエンス○

FC Hス トップ

シークエンス○

FEHア クティブ

センシング○(・
・
)

F8Hタ イミング

クロック×(・
=)

F A Hス ター ト

シークエンス○

FC Hス トップ

シークエンス○

FEHア クティブ

センシング○(Ⅲ
Ⅲ
)

(tt)プ ログラムオン/オ フ

(…)ス イッチ オン/オ フ

自動

エコー 選択 オン/オ フ

手動

オグジュアリーメッセージ 回―カルオン・オフ

オール・ノート・オフ

アクティブ・

センシングリセット

○

○

Ｏ

Ｘ

○

○

○

×

モー ド1 : オムニ ・オン、

モー ド3 : オムニ ・オフ、

ポリ

ポリ

モー ド2 : オムニ ・オン、

モー ド4 : オムニ ・オフ、

モ ノ

モ ノ

○=イ エス

×=ノ ー

４



ViSCOunぜ 発売元
ヤマハ株式会社 国内楽器営業本部施設事業推進室 施設営業プロジェクト

本社 〒108‐8568東 京都港区高輪2317‐11(日本生命高輪ビル) 研EL03r5488‐6693

東京支店  〒108‐8568東京都港区高輪2‐17‐11(日本生命高輪ピル) TEL03r5488j1676

大阪支店   〒542‐0081大阪市中央区南船hB3‐12‐9(心斎橋プラザビル東館)1岡L06r6252‐5753

北海道支店  〒064‐8543札 幌市中央区南10条西1丁目1‐50(ヤマハセンター)TEL011‐512‐6114

名古屋支店  〒46い8588名古屋市中区錦1‐18‐28

九州支店  〒812‐8508福岡市博多区博多駅前2‐11‐4

仙台支店  〒980r0804仙台市脅葉区大町2‐2‐10

緯輸入元
ヤマハミュージックトレーディング株式会社     _

〒10340014  東京都中央区日本橋蛎殻町1‐28‐5 蛎殻町Fビル7F

TEL.052‐201t4376

範 L092t472‐2155

征 L022,22266025

TELO伊 5641‐1031

CLASSiC ORCANS

ホームページアドレス:httpi′′岬 ・y‐m_taco口,p


	File
	File0001
	File0002
	File0003
	File0004
	File0005
	File0006
	File0007
	File0008
	File0009
	File0010
	File0011
	File0012
	File0013
	File0014
	File0015
	File0016
	File0017
	File0018
	File0019
	File0020
	File0021
	File0022
	File0023
	File0024
	File0025
	File0026
	File0027
	File0028
	File0029
	File0030
	File0031
	File0032
	File0033
	File0034
	File0035

